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精度管理調査方法

実施分野 評価対象設問 評価対象外設問

心電図検査 設問１～６（６問）

腹部・表在超音波検査 設問１～５（５問）

心臓・血管超音波検査 設問１～５（５問）

神経生理検査 設問１～５（５問） 設問６（１問）

呼吸機能検査 設問１～５（５問）

 評価対象設問：基本的な知識や手技に関する設問
 評価対象外設問：教育的な内容についての設問
 腹部・表在超音波、心臓・血管超音波では動画による設問を出題した
 評価方法：正解；A 不正解；C



参加施設数
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正解率（心電図）
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正解率（腹部・表在超音波）
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正解率（心臓・血管超音波）
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正解率（神経生理）
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正解率（呼吸機能）
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評価対象設問

92%

5%

1% 2%

設問量

適切である 多い

少ない 未回答

86%

12%

2%

難易度

適切である 難解である

未回答



評価対象設問
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• もう少し臨床所見があった
ほうが選択しやすい設問が
あった。

• 回答が複数考えられる設
問がある。



評価対象外設問
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評価対象外設問
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動画について
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動画媒体
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web からのダウンロード

その他

未回答

• セキュリティーの関係でダ
ウンロードには問題があ
る。

• CD-Rとweb からのダウン
ロードの併用がよい。

• DVD

• 画像もweb公開日から見ら
れるようにしてほしい。

• 不鮮明な画像がある。

64 66 62

20
27 30

16
7 5

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

未回答

その他

webからダ

ウンロード

CD-R



解答選択肢『未実施』について
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• 超音波検査の項目によって
は、放射線技師が行ってい
るが、不参加または未実施
はどうすればよいか。

• 参加項目設定で設定して
はどうか。

• 呼吸機能検査にも「未実
施」を追加してはどうか。

↓
例：心臓・血管超音波
①心臓エコー：検査技師
頸動脈エコー：放射線技師
→頸動脈エコー『未実施』

②心臓・頸動脈エコー：放射線技師
→不参加



まとめ

• 正解率は心電図検査設問3・4で70％台とやや低い結果と
なったが、そのほかの設問は良好な正解率であった。

• 動画の媒体で適切だと思うものは、CD-Rは62％、webからの
ダウンロードは30％で今年度もCD-Rのほうが多い結果となっ
たが、webからのダウンロードを希望する施設が徐々に増え
てきていることが分かった。

• 解答の空欄をなくすため「未実施」を追加したが、必要と答え
た施設は84％、不要と答えた施設は8％であり、今回の対応
は有効と考えられた。

• 今後も参加施設の技師の技量や知識の向上に役立ててい
ただけるよう、設問の出題の仕方を工夫をしていきたい。


